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　やはりバリでもっとも華やかな
のは踊りである。どの種類の踊り
もバリで踊られるものは神様だけ
でなく人をも魅了する。踊り手は
空気中から不思議なエネルギーを
感じ取り、神から授かったものを
捧げるために踊ると聞いた。厳し
い練習と信仰心に支えられた賜物
ともいえる踊りの姿は短時間でで
きるものではない。そこには禅僧
やヨガ行者の悟る境地があるよう
な気がする。何らかの力、フォース、
プラナ、エネルギー、気、を感じ
取り吸収しコントロールしながら
心を無にして舞う踊り手は、芸術
家を飛び越えて神の境地に近づい
ていることは確かである。
　同じ場所でそれを見ることがで
きれば、観客にも力が飛び火して
くるように感じるのは私だけであ
ろうか。

堀　祐一
photo: Y. Hori
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編集室便り

●入稿に関するお願い
編集部では、Macintosh による
DTP 作業で版下を作成しています。
原稿をお寄せくださる方で Text	
Dataで入稿可能な方は、以下の方
法でお願いします。
□ Macintoshフォーマットの FD	
(Text	Data)
□ Dosフォーマット（2DD-720KB	/	
2HD-1.44MB）のFD	(Text	Data)
□ Nifty-Serve のMail	
　( 宛先 ID/	MHC03202: 菅原	 or	
GCB01162: 堀 )

※詳細は、裏表紙にある日本連絡
先事務所までお問い合わせくださ
い。
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Kabar Baru Berita Lama 

　　「ヌガラ」と聞いてあなたは何を思い出しますか？大抵のバ
リマニアなら「ジェゴグ」を思い浮かべるでしょう。今回私は、
渡バリ 3 回目にして初めて、ジェゴグをしかもヌガラで聴くこ
とが出来ました。こりゃーすげー
　8 月 1 日午後４時、日本人 15 名を乗せたバス（というかベ
モというか）はウブドを出発した。ヌガラ初上陸に初めはウ
カレにウカレていた私だったが、余りのおしりの痛さと、踊りの
レッスン疲れで、ヌガラに着いた時には「ううっ早く帰りたい」
とちょっぴり思ってしまったのだった。そう、ヌガラまでの道の
りは長かった…。
　星空の下、お待ちかねの「スアールアグン」の演奏が始まっ
た。カラカラコロコロと転がる様に音楽が近づいて来る。もっと

「ズーン」という手応えを期待していた私にとってはちょっと拍
子抜けした感もあったけど、これはこれで心地よい。きっと 3 時
間もバスに揺られてやって来た私達をねぎらってくれたのかも知
れない。新作の踊りや、復活したばかりの木のガムランの演奏の後、待ってました、「ジェゴグ対決」。わー
い、私はずっとこれを待ってたんだよぉーん。これは 2 つのチームが音量のでかさを競うモノで（勝敗は
どうやって決めるのか謎だけど）奏者も観客も盛り上がりまくるのをテレビで観て以来、どーしても観て
みたかったのだ。演奏している間、どこで聴いてもよし、と言われたので皆、楽器の下にもぐったり、上
に乗ったりしていたけど、私のお気に入りは 2 つのチームの間だった。それぞれの楽器の音の波が震動と
なって体を揺らし、体温はみるみる上昇し、クラクラしてくるのだ。顔を天に向けて星を見ていると、ど
んどん星へ近づく様で「わーい、このままどこへでも連れて行ってよー」って感じだ。途中盛り上がった

「ジョゲブンブン」を挟んで 2 回戦へとなだれ込み…。今度は一番大きな楽器（一本の竹の太さが、ジャイ
アント馬場の太モモ位あると思われる）の上に乗っかってみた。そこから、腕を降り降ろし、汗だくでジェ

ゴグをたたく奏者達をみながら私は、「この音は、ジェゴグと
いう竹の楽器のみの音ではなく、このヌガラの大地の音である
のかも知れん。私は今 " ヌガラのジワ " を感じているんだなぁ」
と思った。そう思ったら「なんてすごいモノを観れたんだろう」
という感激と、ジェゴグの震動で体中が " ぶるんぶるん " になっ
てしまった。帰り際、使い終わったマレットをもらった。それ
は本当にシンプルな作りの木製のマレットだけど、「ヌガラの
ジワ」の一部を授かったみたいで、又しても「ぶるんぶるん」
になった私なのでした。おわり。

なびぃ

ヌガラの夜
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ODALAN (Pura Dalam Padangtegal)
Kabar Baru Berita Lama 

　Pura	Dalam	Padangtegal で 25 年 に 一 度 の
Odalan が行なわれました。ツーリストに小冊子が
配られるほどの大きな Odalan でした。モンキー・
フォレストの中にある Pura で『極楽通信・UBUD』
Vol.3 の「UBUD よろず百科」の地図には Pura	
Dalam	AGUNG(Desa	Adat	 Padangtegal) と記して
あります。この Pura	Dalam	Agung は欝蒼とした
霊気ただよう森の中にあり、苔むした古びた佇まい
が、いっそうバリ・ヒンドゥーの神秘性を増す瞑想
的な Pura です。今回の Odalan のために数ヶ月間
の修復工事がおこなわれ、Pura までの道もそして
表示版も新しくなり、少しおニューで明るい Pura
に変身しました。

●
　Ceremony は 6 月 19 日から始まり 7
月 20 日までの一ヶ月間と予定が
発表されていましたが、その
後も 7 月末まで続いていた
ようです。プリアタン、
ポンゴセカン、ロットゥ
ンドウなどからも行列
があり、UBUD 中に白
装束の男達とクバヤ姿
も美しい女性があふれてい
ました。われわれツーリストが
はかり知ることができない様々
な儀礼が毎日のように Pura では行
なわれていたことでしょう。アンクルン
の演奏が一日中心地好い音色を Pura に響かせてい
ました。そしてツーリストが日頃鑑賞することがで
きる観光客向けにアレンジされたものとは違う本来
の神々の歓迎のためのバリス、ルジャン、ペンデッ
トが奉納されたようです。ペンデットは村のイブ・
イブ（主婦連）が正装姿で踊り、元祖ペンデットが
毎日のように演じられていました。地方によっては、
このペンデットでトランスする人もあらわれると聞
きます。Pura でしか踊られていなかったペンデッ

トはいつごろから観光客歓迎の踊りになってしまっ
たのでしょうか…？以下、竹ちゃん情報ですが、50
年代にスカルノ大統領が、重要な来賓を迎える際に
しばしば大規模なペンデットを催していたそうで
す。これをバリのあるホテルが真似し、観光客の歓
迎のためにペンデットを踊ったのが始まりではない
か…?! ということです。
　われわれツーリストが Pura に入ることが許され
た日は、7 月 10 日から 18 日までの 9 日間でした。
毎晩のように舞踏やワヤン・クリが演じられ、夜な
夜な繰り広げられる舞踏は深夜まで続き村人達を飽
きさせません。ツーリストにとっても眠られない日
が続き、嬉しい悲鳴の日々でありました。ついでに
一言付け加えると、Ubud の人々があまり仕事をし

ないことに感謝したいものです。よ
くツーリストが Ubud の人が仕

事をしないといって呆れて
いますが、かれらにもい
ろいろと都合と事情が
あるようです。彼らの
儀式をいつまでも観光
できることがわれわれ

ツーリストにとっては
幸せです。ツーリストのた

いへんわがままな意見ですが、
できることなら儀式を優先でき

る仕事をして欲しいものです。
　モンキー・フォレストの静寂に浸透

してしまうガムランの響き。下弦の月に照らされる
ヤシの木がいっそう古（いにしえ）を感じさせる。
こんな光景がいつごろから繰り返されているのだろ
うか、そう考えただけでタイム・スリップしたかの
ような錯覚を覚え身震いがする。いつまでもこんな
光景の見られる、素敵な島であって欲しいものです。

　※小冊子希望の方は、先着 10 名様にお送り致します。
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バリ人気質・1

　あなたはぼ〜っとすることができますか？
「UBUD に来ていつもぼ〜っとしています」とよく
人は言います。しかし本当にぼ〜っとしているので
しょうか？どうしても我々はぼ〜っとしているよう
でもまだ何かしら考えているようです。たとえば景
色を見ていてぼ〜っとしているようでいて景色の向
こうのヤシの木が南国情緒だなと思ったり、飛んで
いる凧がのどかでいいなと思ったりします。星空を
見上げて天の川が綺麗だとかあの星が南十字星だと
か思ってしまいます。それはそれでもちろんすばら
しいことです。いやいやたいへんすばらしいことで
す。しかしやはりぼ〜っとしてはいません。そうし
てみるとバリ人は本格的天才的にぼ〜っとしている
ようです。あなたは彼らがぼ〜っとしているところ
を見たことはありませんか？彼らがぼ〜っとすると
は何も考えないことです。雨が降ってどぶの水が氾
濫しています。それをぼ〜っと眺める、ただぼ〜っ
と、ただひたすらぼ〜っとである。何も考えないと
いうことは何も考えていないということで、頭の中
はすっからかんのカラッポということです。それは
脳味噌にとって最高のリラックスであり気持ちのよ
いことでもあります。ぼ〜っとすることの必殺技を
持つバリ人だからこそ、トランスになってしまうの
でしょうか。こんなバリ人の気質が気になって少し
調べてみました。
　人の気質には大きく分けて 3 つあると精神医学で
はいっています。循環気質（そううつ気質・同調
性性格ともいう）、分裂気質（分裂性気質・内閉性
性格ともいう）、てんかん気質（粘着気質ともいう）
の 3 つだそうです。これは病気ではありませんので
分裂気質だからといって精神分裂症と勘違いしない
でください。今までに読んだ数少ない文献の中に出
てくるバリ人のキャラクターを総合してみると次の
ようになりました。繊細な神経、温和、忠実、親切、
柔軟、迷信的、きっかけがあれば激しい気質を示す、
怠け者という人もいるが他のどの人種と比べても勤
勉さは劣らないなど、かなり誉め過ぎな気もします

が、これに体型の筋骨型をあてはめるとバリニーズ
はてんかん気質にピッタリです。バリ人に西洋医学
があてはまるかどうかはかなり疑問ではあります
が、ひとまずてんかん気質を要約してみました。
　精神的のんびりで、刺激に対してもごくゆっくり
反応する。他人に対して非常に親切である。しかし
ことがあると物凄く激情する。このように粘着性と
爆発性という対立した気質が特徴である。物に愛着
を持つ。整理・整頓を好み綺麗好き。粘り強く、きちょ
うめんで凝り性で熱中する。習慣・義理を重んじる。
家族中心の生活を好み、多くの集団を渡り歩くこと
が少ない。職業もあまり転々としない。時にははな
はだしく保守的である。極端に道徳的である。信念
の人が多い。極端に経済的な人が多く、倹約家が多
い。そしてこの気質を補償するためにギャンブルで
浪費する人もでる。以上のように文献によるキャラ
クターとたいへん類似しているのにはびっくりして
しまいました。いくつかの疑問点、疑わしい点はあ
りますがほとんどあてはまっているようでもありま
す。凝り性で粘り強さが、絵画や彫刻の緻密さに現
われています。綺麗好きはたしかにそうなのだが見
えない所の気配りが足らないようでもある。信念と
習慣を重んじる精神がバリ・ヒンドゥーを残したの
か。ギャンブルはまさに闘鶏に現われています。質
素な衣類は倹約家で物に愛着がないからなのか。日
頃温和な彼らも激情すると兄弟喧嘩でも刃物を振り
回し殺傷事件にまで発展してしまうとも聞き
ます。　バリ人の気質
を知ることで、今ま
で以上に彼らとの付
き合いがうまくいく
かもしれません。
あなたも少し研
究してみてはい
かがですか。

Kabar Baru Berita Lama / Balinese
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Belajar
Tari &
Gamelan

◇シリーズ◇　私と舞踏とガムランと 5

えなくなると先生の背筋が伸びてきて声にも元気が
戻ります。このようなことを幾度かくり返し何とか
基本の 5 曲と共に帰途につくことができました。
　ランティル先生のところの、それはすばらしい音
色のティンクレックを 2 台ゆずって頂き帰国の前日
に受け取りに行くと、それは見事に梱包されていま
した。なんと楽器を包んだシートの端を形に沿わせ
てぴったり丁寧に縫

・ ・ ・

ってあったのです。感動でした。
　それから、楽器を抱えて空港のチェックインカウ
ンターに行くと「これは大きいので機内には持ち込
めません」と言われ、妻が楽器を手放せないで涙ぐ
んでいると係員が「大丈夫、荷物の一番上にのせる
から」と言って「こわれもの」のステッカーを裏表
各々 2 枚づつ 6 枚も貼ってくれました。
　わずかな日数でしたが多くの人の優しさが身にし
みる旅となりました。—合掌—

たった 6 日の練習でしたが…

　去年、欧米人の 2 人組が竹の楽器を気持ち良さそ
うに叩いているのを見て、自分もやってみたいと思
い、今年はこの楽器を習おうとウブドに来ました。
影武者でそんな話をしていると、かんろく充分のバ
リニーズがニコニコお店に入ってきました。久しぶ
りに現われたその人こそ、ランティル氏でした。
　ティンクリックを習いたいなら、この方こそと紹
介してもらい軽い気持ちでお願いする事にしました
が、あとで私の妻に「グヌン・ジャティのランティ
ルさんと云ったら本にも載っている程の大変な方」
だと聞かされて、びっくりしました。翌日「こりゃ
えらい事になった」とおののきながらお宅に伺って
レッスンを受けましたが、先生はとてもやさしく手
ほどきしてくださいました。ところが案の定、生徒
の出来が悪くなかなか覚えられません。間違えるた
びに悲しげに「ノー」と言いながら先生の背中がだ
んだん丸くなってきます。少しづつ慣れてきて間違

つくば山麓竹琴合掌男
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　デワ・ブラタ、27 歳。UBUD
の Pengosekan 村の、有名な音
楽一家の長男である。彼の父は昔
から名の知れたクンダン（バリ
の太鼓）奏者であり、デワを含
め 4 人の兄弟が Semara Ratih
の Penabuh( 演奏者）として参
加している。デワ自身はクンダ
ンをもっとも得意としているが、
実はすべてのガムランの楽器を
こなし、新しい演奏曲の作曲は
もちろんのこと、踊りについてもくわしい実力派の
ミュージシャンなのだ。コカール（国立芸術高校）
を経て STSI（国立芸術大学）を首席で卒業、今は
Semara Ratih の参加はもちろん、遠方の村々か
ら乞われて教えに行ったりするスーパースターでも
ある。そして今回、6 月中旬より 2 ヶ月間、アメ
リカのガムラングループ "Sekar Jaya" の指導の
為、渡米した。帰国して間もない 8 月中旬、極楽
通信のインタビューにこころよく彼は応じてくれ
た。

極楽通信（以下、極通）：まずアメリカへは今回ど
のようないきさつで？
Dewa：サンフランシスコにある "Sekar	 Jaya" と
いうグループから STSI を通じて個人的に依頼され
たのです。もともとバークレー大学の所属だったこ
のグループのディレクターであるウェィン氏とは昔
から知り合いだったので。
極通：アメリカ滞在中はどのようにして毎日を過ご
していたのですか？
Dewa：Sekar	 Jaya 所有の練習用施設があり、" バ
ンジャール " と名前がつけられているんだけどね、
そこで毎週、ゴング・クビアールとアンクルンを 2
回ずつ教えていました。他に初心者のためのワーク
ショップが毎週 1 回、そして自分の為に週 3 回英会

話講座を受けて、あとの時間はのんびりできると
思っていたら、毎日次から次へ個人レッスンの依頼
があって、Bali が恋しくなる時間もないくらい、けっ
こう忙しかったよ。（笑）
極通："Sekar	Jaya" は何年か前の Bali のアートフェ
スティバルにも参加していましたね。いかがでした
か、彼らの印象は？
Dewa：うん、歴史も長いし、とにかくバリのガム
ランが好きで好きでしょうがない人達ばかり集まっ
てるからね。週に何回も、えーっと、バリで例え
ると…（しばらく考えて）うん、シンガラジャから
デンパサールくらいの距離を車で通ってくる人がた
くさんいたよ。今は若いメンバー、特に女性が多い
みたい。みんな熱心に練習するので僕も教えがいが
あった。
極通：アメリカ人にガムランの指導をするというこ
とで、何か苦労したことはありましたか？
Dewa：みんな少しづつインドネシア語の勉強を
してくれて、言葉の問題はそれほど感じなかった。
音楽や踊りを教えるのに、言葉は大切じゃないよ。
僕がむこうで教えたことは、技術的なことはもち
ろんだけれど、それ以上にバリの音楽を演

や

るには
Jiwa（Spirit= 心とか精神とかいう意味のインドネ
シア語）が大切なんだ、…ということを伝えたかっ
た。彼らはすでにすばらしい演奏力を持っているし、

Profil ／人物紹介 Dewa Putu Beratha
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Pentas( 公演 ) の経験も何度もある実力のあるメン
バーばかりだ。でもどうしてもあるフレーズが速く、
正確に叩けなくてみんなそれに悩んでいてね、そこ
で僕は彼らにこう教えたんだ。たとえ西洋音楽の譜
面のようにきっちり正確に叩けなくてもいい、時々
まちがえたってそんなの tidak	 apa	 apa、いちばん
大事なのは、そう、Jiwa なんだって。
極通：う〜ん、Jiwa ですか。そのような抽象的な
ことを、彼らは理解してくれましたか？
Dewa：僕が教えに行って間もない頃は、みんな、
頭の中が西洋音楽の楽譜のようになっていて、いか
に正確に、きっちり演奏するか、ということしか考
えていなかったように思う。でも僕がしつこいくら
いに Jiwa、Jiwa って言うもんだから、みんな次第
にとってもリラックスして演奏できるようになっ
た。そして、その次は、"Senang"（好き、うれしい）
という気持ちさ。ガムランが好き！バリの音楽を演

や

れてうれしい！っていう気持ちでメンバー全員が一
体になれれば、そこから Jiwa が生まれてくるんだ。
僕の帰国直前に、むこうで発表会も兼ねて、大きな
ホールで Pentas をしたんだけどね、その、そうし
ても難しくて叩けなかったトルナ・ジャヤの一部の
フレーズが、メンバー全員の Jiwa のノリで、すん
なりうまく叩けてしまったんだ。本人達がいちばん
びっくりしていたよ。「ああ、何も考えていなかっ
たのに、手が自然にスラスラ動いたよ！」って感動
してた。Jiwaを彼らに伝えられたってことだけでも、
僕の教えた成果はあったんだと思う。
極通：今回の渡米も含め、Dewa さんは以前から何
回か海外公演に参加していますね。どうですか、海
外で公演したり教えたりすることは？
Dewa：今後もチャンスがあればどんどん行きた
い。自分自身のいい経験にもなるし。
極通：余談ですが、今回のアメリカ行きは、初めて
の一人旅だったそうですね。ウワサではたいへんな
ハプニングがあったとか。
Dewa：いやぁ、ジャカルタを経由してロスアンゼ
ルスまではガルーダだったんでよかったんだけど、
ロスから飛行機を乗りまちがえてしまって、なんと
6時間もかけてアトランタまで行ってしまったんだ。

（爆笑）サンフランシスコの空港に僕を迎えに来て
た人達が、僕の乗ってるはずの飛行機から僕がでて
こなかった時は大騒ぎで、あわや、「Dewa、アメリ

カで行方不明か ?!」ってたいへんだったらしい。
極通：（ヒーヒー笑いながら）ありゃりゃ、それは
Dewa さん、アトランタへのフライト中はさぞ心細
かったことでしょう。Kasihan!
Dewa：ハハハ、おかげでもうどんなところにも一
人で行けるよ。恐くないよ。（笑）
極通：最後に、今、日本人も含めてたくさんの外国
人がバリのガムランや踊りを習っていますね。その
ことについてどう思いますか？
Dewa：BerterimaKasih	 sekali.　とても感謝して
います。僕たちバリ人の、文化や芸術を知ってくれ
て、愛してくれて、僕はとても嬉しい。誰であろうと、
どこから来た人であろうと、Senang の気持ちはいっ
しょだから、Jiwa も Sama（同じ）。
今の僕の愛は 90%、バリの音楽で占められているん
だ。だからなかなか彼女もつくれなくて。（笑）

　アメリカから帰国して 1 ヶ月もたたないうちに、
Dewa さんは、Semara Ratih のデンマーク公演
で、再びあわただしく出発していった。このインタ
ビューは、そんな忙しい中、彼が時間をさいて応じ
てくれたものだ。アメリカ滞在中は、昔からの友人
も多くいて楽しく、毎日おいしい食事に誘われてい
たそうで、心身共に貫禄をつけて帰ってきたという
感じだった。帰国後の最初の Semara Ratih の公
演は、観ている私達までつられてしまうほどの満面
の笑みをたたえて、ひときわ手を高く揚げてクンダ
ンを叩いていた姿が印象的だった。
彼の言った「Jiwa」が、観ている私達にまで、じ
わじわと伝わってきた…と確かに思った。
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巨大彗星 (SL9)、木星に衝突！その結果はいかに…？

Pelajaran

3

バリ天文教育センター主任講師：青木　満

　本誌 Vol.3 でも紹介した、" シューメーカー・レビー第 9 彗星の木星への衝突 " 事件だが、その後の結
果について当センターに問い合わせが殺到した。また " 伊藤の親分 " さんから「例の一件、ぜひとも次号で
まとめてよ…」といわれれば、たとえ原稿を差し替えてでも書かないわけにはいかない。（影の声：「Tidak!」
などと言おうものなら、あとが恐い…。）
　そこで今回は、またもや予定を変更して " 天文学の歴史が始まって以来の大事件 " の、現時点で判明して
いること及び、筆者自身の観測結果とも併せて、簡単に解説してみよう。（詳細結果はまとまり次第、当セ
ンターより報告集を出版する予定です。乞うご期待を！）

1. 天文学者を震え上がらせた世紀の天体ショー

　世紀の天体ショー、シューメーカー・レビー第 9
彗星（以降 SL9 と略す）の木星への衝突事件は、当
初の予報より若干早まって、7 月 17 日未明（バリ
時間）、分裂核 A の衝突を皮切りに幕開けされた。
　一連の衝突事件の中心になる時間帯は、Vol.3 誌
上にて筆者が示したものより 2 日程早まってしまっ
たが、これは筆者が使用した SL9 の起動データが
昨年末のものであり、当時はそれほど詳しい軌道要
素が得られていなかったことと、その後の SL9 自
体の再分裂や配列の変化、さまざまな要因による軌
道要素の微変動がもとで、多少、事件の開始・終了
日時に変動が生じてしまった。
　また、衝突による影響に関しても、おおかたの天
文学者の予想があまりにも控えめな見積で報道され
ていたために、逆に「筆者の見積は過大評価ではな
いか？」との質問もいくつか受けたほどある。しか
しその点に関しては、ほぼ筆者の予想通りと言える
だろう。まずは順を追って説明しよう。
　Vol.3 でも述べたように SL9 は、昨年 3 月にシュー

メーカー夫妻とレビー氏によって発見された時点で
すでにバラバラの状態に分裂しており、ハワイのマ
ウナケア山天文台などで撮影された写真からも、十
数個に分裂した彗星の中心核が一列縦隊に並んだ不
気味な姿で木星に迫っていることが判明していた。
　さらには木星への衝突が確実となり、昨年 5 月
22 日に世界中の天文機関に発表された以降も次々
と分裂を続け、最終的には大きなものだけでも 20
数個もの岩塊に分裂してしまったのである（分裂し
たそれぞれの核には、A から W までアルファベッ
トで識別記号が付され、その中には、ひとつの核が
再び分裂したものや、反対に途中で消失してしまっ
たものもある）。これらが次々と木星面を“爆撃”
するのだから、木星もたまったものではない。
　隕石なり小惑星、彗星核が月面や他の惑星の衛星
面、または地球型惑星に落下（衝突）するのであれ
ばいくらでも前例があるし証拠物件も示せるが、相
手がガスの塊である木星あるいは木星惑星となる
と、1608 年にオランダの眼鏡技師リッペル・スハ
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インによって望遠鏡が発明されてからでも、今日ま
で（実例がないとは証明できないが）目撃例がない。
　いったいどのような事態が生じるものかは誰にも
わからない。ましてや、どれくらいの大きさの彗星
核が、どのような相対速度と経路で衝突し、彗星核
の密度及び木星での衝突地点一帯の大気圧や組成な
どの正確なデータが確立しないことには、その結果
を正確に予想しろという方がムリ。
　なにより地球のように固い地面をもたない木星面
では、どのくらい深くまで木星大気圏に突入するの
かによって、大きくシナリオを書き替えなければな
らないからである。
　ただひとつはっきり言えることは、このような衝
突が起きることによって解放されるエネルギーは、
大規模な核戦争又は全面核戦争並み、もしくはそれ
以上の規模に達することである。しかし前述のよう
に、その結果がどのような事態を招くのかは、当たっ
てみなければわからないのである。もっとも、映画

『2010 年宇宙の旅』のように、SL9 衝突がきっかけ
となって、木星中心核での核融合が生じて、太陽系
第 2 の太陽として木星が輝き出すというようなこと
だけにはなりえないことはハッキリしていた。
　さて肝心の結果であるが、一連の衝突事件は、7
月 17 日未明から 22 日夕刻まで断続的に起きた。こ
の時期は日本よりもバリの方が天文学的及び気象的
にもはるかに条件がよいために、筆者も連日連夜手
ぐすねを引いて待ちわびていたのだが、バリではあ
いにくの気ままな天候に左右され、衝突の瞬間をこ
の目で直接目撃するチャンスには恵まれなかった。
　日本では一連の衝突のうちで夜間に衝突が起きる
ものは、たったの3回。観測チャンスに恵まれなかっ
たにも関わらず、国立天文台・岡山天体物理観測所
の口径 188cm の日本最大の反射望遠鏡が、赤外線
観測によって見事、衝突の瞬間を捕えることに成功
した。世界規模では、NASA の諸機関をはじめ各国
の天文台が総力をあげての一大観測網が張られ（日
本の国立天文台もそのネットワークに参加）、さら
には地球周回軌道を回る宇宙天文台“ハッブル宇宙
望遠鏡”も駆り出され、すばらしい成果を納めるこ
とができた。打ち上げ当初陰口をたたかれた“ビン
ボケ望遠鏡”の汚名も、見事返上することに成功し
たと言えよう。また、現在木星に向かって暗黒の宇
宙空間を孤独と戦いながら航行している木星周回探
査機『ガリレオ』も、途中参加することになったが、
最も有利な立地条件にいながら、観測データを地球
に送信するアンテナが不調という、何とも皮肉な事

態となってしまっているため、その成果がいかなる
ものかは、現時点では不明である。
　衝突した SL9 の各分裂核の大きさは筆者の予測通
り数百 m クラスから 1km 前後のモノが主で、1km
クラスのモノ一つの衝突エネルギーは、TNT 火薬
に換算して 20 万メガトン（広島型原爆の 1 千万倍
ほど）にも相当し、これが地球上に落ちたのならば、
たとえ落下地点が海上やら山奥などのように人のす
んでいない地域であっても、空前絶後の惨状となる
ことは火を見るよりも明らかである。
　このように恐ろしいほどのエネルギーが一瞬に解
放されるのだから、たとえ地べたにない木星面で
あってもケタはずれのキノコ雲が舞い上がり（最大
高度 1,600km）、その明るさも木星のすぐ外側を回
るガリレオ衛星のうちの一つ、イオの 30 倍以上に
も閃光が輝いた。残念ながら SL9 の木星への突入軌
道の関係でいずれの衝突も直接地球上からは見られ
ない木星の裏側（木星での夜明けの寸前）での出来
事となってしまったが、特殊な波長（赤外線、紫外線、
メタンの波長域、電波など）を抽出することによっ
て、可視光域（人間の目で見られる範囲の光）では
捉えられないさまざまな現象をキャッチできた。
　衝突の瞬間は、設備の整った観測施設でないと有
効な観測は困難であったようだが、衝突後の木星面
の様子は、一般アマチュアの使う小型天体望遠鏡で
も、ある程度の経験のあるものならば容易に事件現
場の惨状を眺めることができた。衝突地点には、真っ
黒い大きな衝突痕がハッキリと残ってしまったから
である。中には、同一地域に複数の核が衝突したた
めに、複合式の複雑な衝突痕（地球よりも大きな跡）
が残っているものも数ケ所で認められており、それ
らは有名な木星の超大型台風「大赤斑」にも匹敵す
るほどの規模である。
　木星面での衝突位置は、木星面での南緯 43 〜 44
°付近にほぼ固定され（SL9 の各分裂核が、ほぼ同
一軌道を運動していたため）、経度方向は木星の自

●大赤斑脇に並ぶ SL9 衝突痕
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転と衝突時刻によって決まるため、木星面を望遠鏡
で眺めると、衝突痕が木星の南半球の南極圏に近い
中緯度地帯を点々と飛び石状に連なっている様子を
見て取れる。このことから、、まったく別な問題の
解答が得られるというおまけがついた。実は今まで
月面や、木星のガリレオ衛星のうちで最も外側の軌
道を回っているカリストという衛星面に、まったく
成因不明なチェーン状の不思議なクレーターが発見
されていたのだが、どうやらそれらは SL9 のように、
過去においてバラバラに分裂してしまった彗星核が
次々に衝突したために生じたものであるようだ。木
星面に残った衝突痕と、月面などの謎のクレーター
とでは、見た目にはまったく異なる様相を示してい
るが、それらの成因や発生時の状況は、今回の事件
とほぼ同じようなものだったのではないだろうか。

（あくまで筆者の私見ではあるが…。）
　ところで、なぜこのようなシロモノが残ってし
まったのかだが、現時点で確定的なことは判明して
いない。いくつかの仮説がたてられているが、主な
ものは二つある。その一つは、「今までの光学観測
では木星成層圏にあたるメタンやアンモニアなどに
よる上空の雲の様子を見ていたものが、衝突及びそ
の爆発によって、木星大気圏に風穴があいてしまっ
たことにより、より低層の様子が衝突痕として見え
ている」というもの。もう一つは、「SL9 衝突によっ
て粉々となった彗星核の構成物質と、木星上層大気
を構成している各分子（有機化合物の可能性も指摘
されている）とが混ざり合って新たな化合物を生成
し、衝突地点上空で渦となって停滞している」とい
うものである。
　ただどちらの説もしくは、それ以外のものであっ
ても、これら点々とした衝突痕は、今後かなりの
期間（一説によると 100 年以上ともいわれている）、
木星面に生々しい惨状の爪痕をとどめているものと
思われる。ひょっとすると、「300 年以上も続いて
いる大赤斑は、過去において彗星核もしくは小惑星
が木星面に大衝突したために生じたものでは…?!」
という、新たな仮説が生まれるかも知れない。
　あいにく、この『極楽通信 UBUD	Vol.5』が発行
される時期には「合」といって、木星が太陽の方向
に位置しているため、たとえ一晩中がんばって張り
込んでいても、木星観測ができない。しかし年明け
頃には、明け方の東の空に空に木星の姿を捉えるこ
とができよう。ぜひとも“夜明かしの新年会”の祈
りにでも、木星観測会を行いたいものである。その

時、木星はいったいどんな姿を我々に見せてくれる
のか、今から楽しみである。
　今回のように木星への彗星衝突は、確率的にはお
おまかに 1,000 年に 1 度といわれており、我が地球
が同じような目に合う確率は、計算上でおよそ 40
万年に1回以下とされてはいる。しかし、そのXデー
がいつやって来るのかは、まさに「神のみぞ知る」
で 40 万年後かも知れないし、明日なのかも知れな
い。今から既に遅きに失したかも知れないが、とに
かく今すぐにでも、各国ともに大至急、政府規模で
の対策を講じなければならない。愚にもつかない内
紛や民族・宗教紛争などを演じているヒマなどない
のである。これからはこの木星での惨事を参考にし
て、国連でも真剣な対策が検討されるそうだ。
　幸か不孝か、この手の被害予想の研究は、冷戦時
代の“核の冬”に対する天文学と核物理学による研
究から、かなりのことが判明されつつある。いま真っ
先に行わなければならないことは、彗星や“特異小
惑星”と呼ばれる地球とのニアミスを起こす危険の
ある微小天体の世界規模でのパトロールの開始（一
部の施設では既に実施されてはいる）と、くだらぬ
国家間での意地の張り合いに貴重な予算と時間を割
くことなく、この全人類への重大問題に最優先で
十二分な予算を確保することが必要不可欠である。
　また万々が一、地球と衝突が確実となった天体に
対しては、現在ある全世界の核兵器をすべて利用し
てでも“危険天体”を破壊するなり、軌道を変えさ
せるなど、速やかな衝突回避するための緊急時の方
策も用意しておかなければならない。
　一昔前ならまさに SF の世界だけでのお話のよう
だが、我々の目の前で木星の惨事を目撃した以上は、
これ以上のんびりとかまえているわけにはいかない
のである。
　ひょっとすると、このいつの日にかやって来るか
も知れない“天からの判決文”が唯一、人類のくだ
らぬ争いを止めさせ一致団結させ得る、平和への使
者となりうる存在なのかも知れない。しかし、もし
そのような事態に陥らない限り、現在までの過ちに
目を覚すことができないとするならば、我々人類は、
後にも先にも“この地球上で最も愚かな生物”との
レッテルを張られても、一言もないだろう。
　我々人類は、今こそ考えを根本的に改めて、新た
な道を切り開かなければならないと共に、万物の霊
長たる資格を問われているのではなかろうか？
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2. 今年は土星の環の見納めを！
　一時は「リング」と言えば土星の専売特許のように
誰しもが考えていたが、1977年に別な目的の観測から
偶然に天王星にも環が見つかったのを皮切りに、その
後木星、そして海王星にも環が発見され、ついには「木
星型惑星」と呼ばれているものはすべて環を持ってい
ることが判明した。とは言っても、地球から小型望遠
鏡で簡単に楽しめるものは、この土星のリングだけで
ある。
　しかし望遠鏡でながめさえすれば、写真などでよく
見かける、お皿の上にリンゴがポツンとのっているよう
な姿をいつでも見られると言うものではない。なぜな
ら、地球に対する環の傾きがおよそ30 年の周期で変
化しているためである。
　このリング、直径はおよそ 27 万 km（地球の約 21倍）
というとてつもなく大きなシロモノだが、さてその厚み
はというと、なんと、たったの100m 程しかないことが
判明している。オリンピックの選手ならば、たった 10
秒たらずで駆け抜けてしまう距離だ。
　その比率（直径：厚さ）はというと、1m 四方に
広げたトレーシング・ペーパーよりもさらにケタ違
いに薄いということになる。ただし注意してもらわ
なければならないことは、このリング、レコード版
のように 1 枚板でできているのではなく、大小無数
の氷の粒やカケラ（他の惑星のリング組成は、まっ
たく異なる）で構成されていることである。
　このように我々の日常感覚を越えるような薄さの
リングを真横からながめたら、いったいどのように
見えるのだろうか？
　答えは、「まったく見えなくなる」ということだ。
たとえ、世界で一番大きな望遠鏡（現在、日本の国
立天文台ガ、ハワイのマウナケア山頂に口径 8m の

“すばる望遠鏡”を建設している）で挑んでも、まっ
たくお手上げとなってしまう。
　その昔、自作の口径 3cm 程の望遠鏡ではじめて
土星をながめたガリレオ・ガリレイは、彼の望遠鏡
の性能が十分ではなかったために環の存在を確認で
きず、「土星は 3 つの星からできている」と表現した。
ところが運の悪いことに、翌年がちょうど環を真横
からながめる年に当たったものだから、いつの間に
やら左右の“お伴の星”が消えてしまって、さすが
の天才ガリレオも、頭が混乱してしまったというい
わく付きの現象なのである。
　このように環のない土星なんて“○○にないコー
ヒー”のようなものかもしれないが、とにかく珍

しい土星の姿を来年春から再来年の 2 月にかけて見
られる（環の消失現象は、95 年 5 月 21 日頃、同じ
く 8 月 11 日頃、96 年 2 月 11 日頃の計 3 回起きる）。
およそ 13 年ないし 15 年毎にしかめぐって来ない珍
しいものだけに、これまた見逃せない現象だ。逆に
土星の輪を眺めるには、今年から来年の春先までが
勝負であろう。現在、土星はみずがめ座に位置して
おり、この時期観望には最適なため、ぜひこの機会
に“か細い土星のリング”を眺めておいたらいかが
だろう。みずがめ座は暗い星ばかりなため、その中
に 1 等星として輝く土星は容易に探し出すことがで
きるだろう。読者諸君の健闘を祈る！

3. あなたの疑問にお答えします！
　この初夏から秋口にかけて、夕方西の空に日没間
もなくギラギラと輝く謎の星。「あれはいったい何
なのだ？」と、当センターにもたびたび問い合わせ
がありました。なかには、「フラフラよろめいてい
るように見えるけど、UFO では？」との質問も。
　答えは“宵の明星”金星。実は前号にて金星につ
いて案内を書きたかったのだが、誌面の都合で割愛
させていただいた次第。
　この金星、最も明るくなったときには -4.6 等級と
いう、ずば抜けた明るさのため、しばしば UFO 騒
ぎを引き起こしている。今から 20 年以上も前にも、
日本全国からたくさんの 110 番通報があり、手に
余った警察から航空自衛隊に飛び火して、遂に時の
司令官が緊急発進“スクランブル”を命じたのであ
る。航空自衛隊ご自慢の戦闘機で謎の飛行物体を追
いかけることしばし。しかし、敵もさるもの。まん
まと西の地平線に逃げ込まれるという失点を犯して
しまったという、ウソのような本当の話がある。
　皆さんも、正体不明の天体（？）と遭遇したなら、
まずは当センターまでお問い合わせください。

みずがめ
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学校	/	Sekolah

UBUD よろず百科

　今回は UBUD の Sekolah（スコラー）、学校をご
紹介しましょう。インドネシアの教育制度は日本と
同じ 6 ･ 3 ･ 3 制です。独立後の政府は文盲率を減ら
すためにがんばっていて、1984 年には小学校の義
務教育制を実施、そして去年から中学校までが義務
教育になりました。教育文化省が進めているプログ
ラムがちょっとユニークで、現在 35 歳以下で、中
学校を卒業していない人達にも村ごとに特別講座を
開き、中学卒業と同じレベルまでお勉強しましょう
…というものです。つい笑ってしまったのは、その
特別講座に出席すると 1 グループで itik（あひる）
3 匹がごほうびにもらえるというなんともイキなと
りはからいではありませんか。
　そんなこんなで、政府の発表によると現在、7 〜
44歳の文盲率は8.1%にまで下がっているそうです。
さらに先進国に続け、といわんばかりに今年の 8 月
から、国立の小学校から高校での就学時間が大幅に
変更され、週休 2 日制になりました。そのかわり一
日の授業時間が増え、今まで小・中学校が 7:00 〜
12:30 だったのが今は 7:30 〜 3:00、高校はなんと 7:30
〜 4:00 という生徒にはちょっと苦しい長い授業時間
になったのです。そのため 2 部制で、今まで国立の
授業が終わってから校舎を使っていた私立もしくは
PGRI の高校生は、授業が夕方 4:00、終わるのが 9:00
というほとんど夜間の授業になってしまい、今まで
昼は学校、夜はレストランで仕事、というがんばり
屋さんの生徒は、やむなく高校を中退してしまうな
んていうケースも出てきてしまいました。しかし、
当の本人達はケロリとして「勉強は一人でもできる
さ、今はがんばって働きながら日本語を勉強した方
がバグースだよ！」なんて言ってますが。インドネ
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シアの将来を背負う生徒諸君、がんばれ !! と声をか
けてあげたいですね。
　最後に付録、笑える話をひとつ。
　Bali では若者達が、冗談で、中学校と高校をこん
なふうに言い換えてます。

中学校 =SMP=Sekolah untuk Mencari Pacar 
 →恋人を見つけるための学校
高校 =SMA=Sekolah untuk Membuat Anak
 →子供をつくるための学校

「う〜ん、なるほど、そのとおり！」と、現地の事
情に詳しいあなた、ついうなづいていませんか？

●小学生がドヤドヤ出てくると、

　　高校生がワヤワヤ登校してくる…。
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●高校生ともなると、いっちょまえにバイクで通学

●清掃セットのほうきを持って…。

ph
ot

o:
 Y

. H
or

i・T K ＝Taman Kanak-Kanak（幼稚園）
・S D ＝ Sekolah Dasar（小学校）
・SMP ＝ Sekolah Menengah Pertama（中学校）
・SMA ＝ Sekolah Menengah Atas（高等学校）
・PGRI ＝ Persatuan Guru Republik
　　　　　（インドネシア全国教師協会）
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おいしいものに　　がない　Part 4

さぁ！　今夜も Cari	Lindung!!

ENAK ･ ENAK ･ UBUD

　UBUD の夜はひっそりとふけて、そろそろ丑満
時にさしかかる頃、それも月のない真暗闇、どこ
からか田んぼのまん中にひとすじの光がボ〜ッと
…。「ギョエ〜ッ、あれが噂のブラック・マジック
か !?」と思いきや、なにやら人が腰にカゴをぶらさ
げてケロシンランプを片手にあぜ道を歩きまわっ
ているではありませんか。そうです。これがあの

「Cari	 Lindung」の姿なのです。チャリ・リンドゥ
ン、Cari は " 何かをさがす " とか " 手にいれる "、
Lindung は " うなぎ " という意味のインドネシア語
です。Cari という単語は便利なので、女の子をさが
す、つまりガールハントの時 Cari	Cewek（チャリ・
チェウェッ）なんていうのはしょっ中、耳にします。
また、何かお金がかかる事、たとえば結婚式やお葬
式、なにかビジネスを始めたい時などに、よく Cari	
Uang	dulu（チャリ	ウアン	ドゥル）、まずお金をつ

くらなきゃね、なんて言ったりします。さて、今回
の ENAK	ENAK	UBUD は、昔からバリの人々が自
分達で Cari してきた、小さいけど貴重な栄養源を
ご紹介しましょう。
　日本でも田舎へ行くと、いなごやざざ虫（この不
気味なモノの正体を誰かしりませんか？よく信州の
おみやげ屋で売っているのですが、エナちゃんはこ
の商品名を見ただけで購買意欲が失われるのです。）
の佃煮をみかけますが、きっと昔はそんな料理はよ
く食卓に出された貴重な蛋白源だったに違いあり
ません。ここ UBUD でも、最近は豊富なお肉がパ
サールに毎朝並び、しゃれたミニ・スーパーでは冷
凍のベーコンやソーセージなども手に入るようにな
りました。でも観光客の来るずっとずっと前は、自
分達の家でしめたニワトリやブタが唯一のごちそう
だったそうです。そんなわけで、バリの人々は、た
くましく自分の手で、小さなごちそうを Cari して
きたわけです。そしてそんな光景は、今の UBUD
でも見ることができます、稲刈のおわった田んぼに
再び水が入った頃、月のない夜を選んでまず Cari	
Lindung に出かけましょう。小雨なぞ降っていれば
なおよい条件となります。この Lindung、どじょう
のような小さな田うなぎは（Vol.4のApa	itu?のコー
ナー参照のこと）、カラリと香ばしく揚げて、クニッ

（ターメリック）を混ぜたサンバルにからめてもイ
ケるし、生のバワンメラ、にんにく、とうがらしと
ともに細かくきざんで塩を加えて混ぜるだけでごは
んのおかずにぴったり。その上ビタミン豊富で栄養
もたっぷりです。
　そして Cari していると思いがけず手に入る副収
入、カックル（たにし）とコドッ（かえる）。カッ
クルはよく洗い、カラごと、バワンメラ、にんにく、photo: E.Sugawara

●
正
し
い
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。
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ENAK ENAK ENAK

ENAK ENAK ENAK

Enak Agung Ayu Okawari  

とうがらし、クニッ、その他香辛料を加えたスパイ
シーなスープでコトコト煮ます。サユール・グパ
ン（きゅうりのような、大根のような不思議な野菜。
あっさりしていて煮込みに向く）といっしょに煮る
と相性バッチリです。貝のフタをポロッとはがし、
思いきりズズ〜っと吸うと、チュルっと身が口に飛
び込んできます。コリコリした歯ざわりがおいしく
て、ズズ〜ッチュルッ、ズズ〜ッチュルッ、とたい
へん忙しい食事になります。エナちゃんは、カック
ルの身をとりだしてヤキトリ風のタレでサテにした
ことがありますが、バリの人達に大好評でした。コ
ドッは、食用とそうでない種類があるようで、エナ
ちゃんは未だにその違いが分かりませんが、その道
のプロはランプの薄暗い光の下でもひとめでわかっ
てしまいます。まだピチピチしているコドッは、ま
ず首をちょん切ってくるりと皮をはぎ、おなかの部
分は捨ててしまいます。皮を剥がされたかえるのモ
モの筋肉の美しさはこれまた格別です。（なんのこっ
ちゃ）そしてカラリと素揚げにして塩をパラっとふ
り、ガブリとくらいつくと、う〜んビンタンビール
の友です、これは。トリ肉と魚の中間のような味で
くさみもなく、誰でもおいしくいただけるおいしさ
です。
　田んぼでとれる小さなごちそうの他に、昔はよく

子供達がつかまえてきたトンボの羽をむしってゴレ
ン（油で調理すること）したり、雨期に異常発生す
るドゥダルというかげろうのような、羽ありのよう
なものも食べていたそうです。そして壮絶なのがコ
ウモリのサテ。小さな洞穴に大きなアミをはって待
ち構え、一網打尽にして肉をよくウスでつき、コテ
コテと竹の平たい串にくっつけて焼きます。「なん
といっても精がつくでよ、ワッハッハ」とテガラン
タンのじいちゃんが言っていました。
　たまにブケチョッというカタツムリも食べます。
食通 K 氏に聞いた話では、ジャワで大量に捕獲し
てフランスに送り、そこで華麗なエスカルゴなるも
のに変身し、カンズメになって各国に輸出されてい
るそうです。

　いやはや、バリ庶民のたくましい食生活、私達
も見習いたいものです。Cari	 Lindung のあと熱い
Kopi	 Bali なんぞ、UBUD 滞在の最高の思い出にな
ると思いませんか？
これぞ、まさしく ENAK	ENAK	UBUD でっせ。ほ
な、また。Sampai	 jumpa!!　最近の大阪勢の影響で
大阪弁がうつってしまったエナちゃんでした〜。

●手の平の上のカックル君

●
捕
ま
え
た
瞬
間
！

●そして、本日の収穫
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　何年前からかツーリスト・エイリアンと呼ばれる
民族が海側の村クタに上陸して住み着いた。そして
悪霊の住むという海で日ごと波乗り（サーフィン）
に明け暮れ、白い肌もあらわに珊瑚礁の浜辺に寝そ
べり一日を過ごす。やはり海側の村サヌールにヤシ
の木より高いホテルを建て、たくさんのツーリスト・
エイリアンを送り込んできた。そして不浄の方角と
言われるバリ島南部の地に、都会と同じ快適な暮ら
しのできる高級リゾートタウンを建設し、ダイビン
グ、ジェットスキー、パラセイリングなどのマリン
スポーツを持ち込み、レジャーを楽しんだ。バリ島
はツーリスト・エイリアンにとって最高のリゾート
地になった。ツーリスト・エイリアンの上陸はバリ
の人々の大切な文化、習慣にとってなんの影響力の
ないことのように思えた。しかしその実体は近代化
の波に侵されつつあり、文化・習慣を脅かすように
なってきた。そして AIDS とといわれる病原をも持
ち込んだのである。
　バリ島の歴史はモジャパイト王国の侵略、オラン
ダの侵略、そしてツーリスト・エイリアンの侵略と
いう侵略の歴史なのである。

　ツーリスト・エイリアンはしだいに山側の村
UBUD にも興味を持ち始め、バリの人々の見向きも
しなかった渓谷を望む崖っ淵にホテルを建設した。

手にビデオ、
首からカメ
ラをぶらさ
げ、ズボン
の上から
妙な風に

サロンを腰
に巻き、そ

んな姿で PURA に闖入してくる。リゾート地から
来るツーリスト・エイリアンは男性は上半身裸。女
性はボディラインも美しいフィットなウエアーそし
て太股もあらわな短ズボン姿でやって来る。最近ま
でバリの人々も上半身は裸であったようで、あまり
その点は気にならないようではある。しかし女性の
太股あらわな短ズボン姿はわれわれ男性にとっては
目の保養で楽しいものではあるが、バリ・ヒンドゥー
の人々にとっては脚を見せるのは少し考えものであ
まり良くないことのようである。
　バリの人々の感情の中には、ツーリスト・エイリ
アンはツーリスト・エイリアン専用の宿泊施設に泊
まり、レストランと呼ばれるところで食事をし、ツー
リスト・エイリアン価格で土産を買い、ツーリスト・
エイリアン専用に催されるバリの芸能を鑑賞する
…。そんなバリを充分に満喫して帰って欲しいと考
えているようである。バリの人々とツーリスト・エ
イリアンは同じ空間を所有しながらも、まったくあ
いいいれない違った生活をしているのである。宿泊
施設はほとんどツーリスト・エイリアンのためのも
のであり、バリの人々の食事はワルンと呼ばれる屋
台か、ルママカンと言われる食堂でする。一部の人
以外はほとんどレストランでは食事をしない。そし
て日用品はパサールや最近できたミニ・ショップで
調達する。バリの芸能などもかれらは日頃、神に奉
納するための神聖なものを鑑賞しているので、ツー
リスト・エイリアンのための催し物的な芸能はまた
違った意味で鑑賞しているのだろう。
　近年バリの芸能を学ぶツーリスト・エイリアンが
増えてきたようだが、バリの人々は教えることは
しても決して会得出来ないだろうと考えているよう
だ。それは何故か？それはツーリスト・エイリアン
だからか…？？

ツーリスト・エイリアン
小田蘭丸
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Kamu harus mengerti dong!
Tulisan Bersambung ／連続 ?! エッセイ

　インドネシア語をもっとよくしゃべるようになりたいなら、やっぱりインドネシア人と

bercomunikasiするのが一番だ。友達、できればPacarから学ぶ、これがイ

ンドネシア語学習の王道だ。
それも、ウブド人よりもデンパサールなど町に住んでる（住んでいた）人がいい。ふつうのバリ人のイン
ドネシア語は、イントネーションや発音がバリ語にひっぱられてなまっているからだ。たとえばバリ人の
インドネシア語は、単語の最後の母音にアクセントがくるが、インドネシア語のたいていの単語は、最初

の母音にアクセントがくる。sudáhではなくsúdahなのだ。

　ぼくは、とくにジャカルタの人たちがしゃべる、リズミカルでシャキシャキしたインドネシア語が好き

だ。といっても、Bahasa Brokem（スラング）が入っているから、日常会話は

部分的にしか聞き取れないが。ウブドの人には失礼かもしれないが、ジャカルタやデンパサールの人たち

がしゃべるインドネシア語は、聞いていて本当に心地好いし、うつくしい、というよりも manis な

bahasaだと思う。

　忘れられない一節がある。つきあいはじめる前に、友達経由で彼女からはじめて手紙をもらった。そ
の中に "Kamu harus mengerti dong! Perasaan wanita yang sangat 
halus ..."と書かれてあった。日本語にすれば、「繊細な女心をちゃんと理解してね！」くらいだが、

この音感の心地好さまでは訳せない。とにかくこの手紙の文を読んで、ぼくはインドネシア語って本当に

manisないい言葉だと思った。はじめてインドネシア語を心で理解したような気がした。

　ところで…、あれからもう 2 年半たつ。ぼくは Perasaan wanita yang sangat halus を

理解しているか？う〜んまったく自信がない。インドネシア語は多少わかってきたが、インドネシア人の
心を自分の心の中で感じ取り理解するのは難しい。とくに女心は…。ぼくのようにぬるま湯的な人間関係、

恋愛関係に浸ってきたcowok Jepangにとっては、繊細で毅然とした心をもち、シャキ

シャキのインドネシア語をしゃべる彼女のようなcewek Indonesia
は、つねに魅力的であり、また完全に理解できない「異文化」であり、コワ〜い存在なのだ。

           Karyawan P.T.Main-Main
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バリの舞踏

Mekepung。ムクプンと呼ばれるこの踊りは、なかなか簡単には観られ
ない。バリ島西部のジュンブラナ県ヌガラ地方で生まれた Jegog（ジェ
ゴグ）という超ウルトラ重低音の竹のガムランはご存知だろうか。
Mekepung は、必ず Jegog の演奏で踊られるもので、定期公演がなく、
観るチャンスがめったにないのだ。

私が初めて観たのは 6 年前。奈良で開催されたシルクロード博のステー
ジだった。それまでは、バリのガムランは知っていたし、レゴンダンスなんかも
よくビデオで観ていた。しかし !! 初めてこの Jegog を聞き、Mekepung を観たと

き今まで自分の知識の中にあったどんな種類のものとも違う、こんな不思議な音と踊りの
コンビネーションに、新鮮な感動を覚えた。そして、いつまでも
忘れられなかった。

　Jegog の音、まさに大地も揺らぐ重低音は、とても竹でつくら
れた楽器とは信じられない程衝撃的だった。そしてその演奏で踊
られる Mekepung。このダンスの創作者は、ヌガラ出身の Jegog
の父と呼ばれるスウェントラ氏。日本公演でもお馴染みの Suar	
Agung のグループの親分でもある。彼が、デンパサールの ASTI

（国立芸術大学—現 STSI）在学中、卒業制作として創ったのがこ
の Mekepung だった。
　踊りについて少し説明しよう。バリ人の生活に欠かせ
ない米。その大切な米をつくる田んぼを、彼らは昔
から牛を使って耕してきた。あのやさしい赤茶色の
バリの牛。耕してはのんびりと休み、草地に座り込
んで、しっぽでハエを追い払う。そしてまた耕す。ム
チでそれをうちながす牛追いの人々。Mekepung は、
そんなふうに太古の昔から営まれてきたバリの、牛と
人々の様子を踊りにしたものなのだ。

　Jegog は大地の音だと思う。Mekepung も大地の踊
りだと思う。私達生き物すべてが、母なる大地から恵み
を受けて生きている。理屈では説明できないけれど、Jegog と
Mekepung は、私達の心のずっとずっと深いところを揺り動か
す力があるようだ。
　先日ヌガラで Mekepung を観ながら、ふっと田んぼの女神デ
ウィ・スリが喜んでる、大地も喜んでる…と感じた。

Mekepung
Enak Agung Ayu Okawari  

photo: E. Sugawara
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● Jepun

　Bunga	 Jepun。ジュプンの花はバリの生活に欠か
せない。ウパチャラの時の飾りやお供え物、お祈り
の時。そしてこの愛らしい花は、人々の髪や耳に飾
られて、manis なバリ人をますます美しく見せてし
まう。

英語名：Frangipani、よくプルメリアとも呼ばれる。
インドネシア語名は Kemboja、バリ名は、Jepun。

　バリには実は 2 つのタイプの Jepun がある。ひと
つは Jepun	Bali と言われ、花びらが涙型をしていて、
それぞれの花びらのふちがくるりとまくれているも
の。花のつけねから、放射状に広がって咲く。色は、
赤、白、黄、ピンク、もしくはその混合色で、いち
ばん小さいものは、花びらの長さが 12 ミリという
ものもある。こぶが多く、ねじれてのびた幹は、そ
の特徴を生かして彫刻作品によく使われる。

　もうひとつのタイプは、Jepun	 Jewa と呼ばれ、
Jepun	Bali より花が大きく平たい形をしている。色
は白、中心部は黄色だ。

　Jepug	Baki、Jepug	 Jewa とともに、街の中、道
路わき、家や学校の庭、寺院の広場などあらゆる所

でお目にかかれるポピュラーな花だ。一年中花が咲
いていて、とてもよい香りがする。
ヌサドゥアの南の端、Uluwatu 寺院の入口には、こ
の Jepun の木が道にそって何本も並んでいる。まだ
若くてきれいな花がたくさん散って落ちているのを
ひとつひとつひろっていくと 100 人分のレゴンのか
んむりがつくれそうだ。

　ハスの花の様に豪華でもなく、ハイビスカスのよ
うにあでやかでもなく、ランの花のように気取って
もいないこのシンプルなシンプルな Jepun の花。だ
からこそ、バリ人にとてもよく似合うのかもしれな
い。この花をみかけたらさりげなく髪に飾ってみよ
う。バリ人のように。
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レゴンのかんむりは、ジュプンの花びらを手
で半分に裂き、それをひとつひとつ針金に通
していく。とても手間のかかる作業だ。
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　Jl.Monkey	Forest は、ますますにぎやかになっ
ているので、ついつい見逃してしまいそうな小さ
なブティック。ここのオーナーは、ブラジル出身
の元モデルさんだそうで、なーるほどちょっと
ハデ気味でおしゃれな服が多い。実はこのお店、
Kuta にもう 5 軒も出していて UBUD にはここ 1
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EXOTIC MEIDY

軒。Kuta のブティックというとたいてい趣味の悪いギンギラの服…とい
うイメージがあるが、なかなかここはいい感じですゾ。ちょっとしたパー
ティーなんかにも着ていけるセンスのいい服が多いし、特筆すべきは、な
んとコーデュロイものまであって、UBUD の寒い 7 〜 8 月の夜なんかに
はこれがありがたいのだ。いかんせん、オーナーがブラジルの元ファッショ
ンモデルだけあって、とにかくサイズがデカイ。ワンピースなど日本人女
性にはロングドレスになってしまう。…が、男物のコーデュロイのジャケッ
ト、パンツなんかは UBUD にはここしかない。日本でも着れるよ。ちな
みに店の名前「MEIDY」は、オーナーのお名前だそうです。一度会いた
いなぁ〜、なんて、キミ、考えてるでしょ ?!

● Exotic
　Meidy

Monkey Forest Street Ubud, Bali, INDONESIA

YOGYAKARTA CAFE

　インドネアシアどこへ行ってもあるはずの、お
いしいチャイニーズ料理の店が 2 〜 3 年前まで
UBUD にはなかった。どこもなんとなくインド
ネシア化した味で、「中華はデンパサール」しか
ないと思っていたら…。あった、あった、その名
も「ジョグジャカルタ・カフェ」。以前の小さい
ワルン風の店から一気におしゃれなレストランに変身。名物のアヤムバカー
ル（トリのグリル）もおいしいが、おすすめなのはチキンステーキとナシ
ゴレン。チキンステーキといっても中華風で、あっさり味の野菜あんかけが、
骨なしのこんがりチキンにかかっている。う〜ん、絶妙。そしてナシゴレ
ンは、こっ、これぞ、私達の求めていた " チャーハン " なのだぁ！赤くない、
辛くない、あのチャーハンなのだ。この店を知った人は、必ずしばらく通っ
ている程、イケル。
あなたもどうぞ。お値段もそんなにムチャクチャ高くありません。

Monkey Forest Street Ubud, Bali, INDONESIA
Phone: 62(0361)96482

● Yogyakarta
　Cafe
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旅人一声
パダンテガルにて…	S.U.

Pesan & Kesan

私の常宿

茶屋　峠DEWI SRI

Dewi Sri Bungalows
JL Hanoman No.69 Padang Tegal , Ubud,
Bali, INDONESIA    PO Box 23
PHONE : 62(0361)975300  Fax: 62(0361)975777

　特筆すべきは、その便利さです。なにしろ隣りには
"Dewi ･ Mas" と云う系列のコンビニがあって日用品はほとん
ど手に入るし、反対隣りにはツーリストオフィースがあるので、
その気になればオプショナルツアーを申し込むこともすぐでき
るし、車やバイクを借りるのにもこの上なく便利。両替も有利
なはずだし、おまけにお向かいがベベブンギルなので、雨が降っ
ていようとも造作なくあのココナッツクリームパイが食べられ
るという具合。小さいけれどプールもあって、美しいお水がちゃ
ぷちゃぷしているのを見ているだけで元
気になれます。建物は少々古いけれど居
心地はなかなかのもの。時たまちょっと
大きめのヤモリのふんが降ってくるのが
タマにキズだったりしたけれど、スタッ
フもみんな気持ちのよい人たちで、楽し
く過ごせました。

　生まれて初めてバリを訪れ、クタもサヌールも通り過ぎ、何故か一路ウブドゥを目指し、よ
うやくホテルに腰を落ち着けたすぐ次の日のことだ。私は昼食を食べ終えた暇な午後、じりじ
りと照りつける太陽を横目にホテルのテラスで何をするでもなくボーッと机の上を眺めてい
た。花瓶に生けてある目にも鮮やかなハイビスカスの花の蜜がおそらく目当てなのだろう。小
さな赤蟻がせっせと行ったり来たりしている。よくよく観察してみると、彼らは全く同じ道を
通るので、行くものと帰るものがあちらこちらでしょっ中ぶつかっている。ぶつかってよけて
は又ぶつかり…、そんな事を繰り返しつつえんえんと同じ道を辿っている。そういえば彼らを
朝も見掛けたことを思い出した。とすれば、朝からもうかれこれ 9 時間はぶっ通しで働き詰め
というわけだ。こんな光景を見続けている内に、私の内でぴんと一本線に張っていた時間の糸
がたるみ、たぐり寄せられ複雑に絡み合い交差し、いつからこの蟻を見ていたのかもさっぱり
分からなくなってしまった。

Ubud

Monkey
Forest

□影武者

Dewi	Sri ●
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　ヒント＝ワヤン・クリ（影絵芝居）に使われます。

　　名称は『Jepala』と言います。

　解答＝ワヤン・クリは御存知

ですか？ Vol.4 の「バダからの便り」にジャ
ワ島では結婚式などで演じられていたワヤン・クリが今はなく
なり残念だということが書かれてありました。バリ島ではまだ
まだ盛んで、必ずといってよいほどオダランではワヤン・クリ
が演じられます。結婚式、葬式などの儀礼にもよく演じられ鑑
賞することができます。UBUD では毎週・水曜日と日曜日の夜
に JL:Raya	Ubud のあるオカカルティニで観光客向けに講演さ
れています。
　ダラン（人形遣い・語り手）は演じる前にかなり念入りな瞑
想をします。そしてワヤン（人形）を一つ一つ慎重に点検し、
今日の演目にあわせ使う順に並べていきます。その時は『Jepala』
を左手に持ちます。並び終えいよいよ始まりという時には足用
の『Jepala』を右足の指にはさみ、箱を叩き、拍子をとります。
答えはワヤン・クリで使われる拍子木・Japala でした。

　UBUD に滞在した日本人ツーリストに「環境問題を考える」という質問をしたところ、
お題目が立派過ぎたのか「それは行政を動かさなくては、どうにもならないぞ」そして「あ
まりゴミのことをツーリストに強制すると、ツーリストが観光に来なくなってしまうので、政府
に目をつけられるぞ」とアドバイスされました。しかし悲しいかな我々には、行政を動かす能力はありま
せん。はたまたゴミの問題、環境の問題を考えるというだけで、ツーリストがバリを見放してしまうもの
だろうか。そんなことはないと信じます。そしてどんな小さなことでもしないよりはしたほうがよっぽど
良いと考えます。つかいふるされ退化した言葉だと思いますが「草の根運動」の精神です。
　こんな少女がいました。UBUD に来ると必ず小さな竹のかごを買い、宝物でも入っているのかのように

かごを小脇にかかえ Jalan	 Jalan しています。そして買い物をし
た時にはビニール袋をもらわず、その竹のかごに入れていきま
す。日本の昔もお母さんは買い物かごを持って買い物にいったも
のです。それを覗くのが子供達の楽しみの一つでもありました。
UBUD ではこの買い物かごがよく似合います。男性諸君は籐で編
んだかごでも背負えば、お洒落センス 100% 請け合いです。

UBUD の環境を考える
Peliharalah Lingkungan UBUD

今回のキャンペーン・キャッチ・フレーズ
『買い物かごを持とう！』
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その他のニュース

「ももたろうバリ日記」のファンの方々、ジェロ
の忙しさが解禁になるまでもうしばらくお待ちく
ださい。

■プリアタンで深夜火事
　1994 年 8 月 28 日深夜 1:00、クルクルを叩く音
が激しく闇夜に鳴り響くのを聞き、外へ出てみる
とプリアタンの方角から夕焼けのような橙色の火
の手が上がっており、野次馬根性ででかけてみる。
プリアタンの通りをバケツを持った大勢の男達が
火の手の方へゆっくりと出かけていく。火の元は
アグン・ライ・ギャラリーの裏手数十メートルの
方角である。さすがに火事場までは図々しく行く
ことができなかったが、部屋に戻ったころには火
もおさまり煙も消えかかっていた。バケツリレー
の成果なのか、あまり大火にならなかったようで
ある。翌日バンバン（影武者従業員）から情報を
聞いてみると、失火原因は漏電。縫製工場が燃え、
たくさんの布とミシン 3 台そしてテレビが 1 台焼
失したそうだ。バリではデンパサールに数台の消
防車がある以外他の地域にはないため、火事にな
れば燃え尽きるのを待つしか無いようだ。今まで
はそれでよかったし、また火事も少なかったよう
である。電気が普及し、失火原因が漏電という新
しい事態が浮上し、近年 UBUD も電化製品が普
及し住宅も密集してきたので火事は心配の種であ
る。火事場跡は闘鶏、ムチャルの儀礼をしたそう
だ。これがなんとバリらしい。

■レストラン百屋（ももや）OPEN

　1994 年 7 月 29 日、「ももたろうバリ日記」でお
馴染みのジェロ・チャンドラワティさんとちょっ
と前髪が薄くなって心配顔のチョ・アグンさん夫
妻の店が JL.Suweta	No.18 の実家に OPEN しまし
た。店はこじんまりとして落ち着いた雰囲気の 2
階建て。若夫婦のこまやかな気遣いと温かい持て
なしが有り難いです。店名の由来は、親馬鹿ちゃ
んりんで愛息の名前「百太朗（ももたろう）君」
からと聞きました。料理はバリ料理とイブの得意
な日本料理。バリ料理は他の店にない家庭の味を
出してくれます。バリを満喫したいツーリストに
とっては見逃せない店です。是非皆さん応援して
あげてください。そんなこんなで大忙しいジェロ
は原稿締め切りをすっかり忘れているようです。
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■ Upacara Pitra Yadnya Kolektip
　（合同葬儀）

　1994 年 8月 31日、Br:Tebeesayaと Br:Tegas	
Kawan	Yang	Loni で 3 年に1 度の合同葬儀の火葬

（ngaben/plebon）が行なわれました。Tebesayaで
7体、Tegasで 15 体という大規模な火葬にツーリス
トは圧倒されていたようです。火葬には全財産を使
い果たしてしまうほどの大金がかかり、なかなか一
般の家庭ではすぐにすることができず、今までは数
年、十数年、なかには数十年も仮埋葬したままの遺
体があったそうです。それを思わしくないとするイン
ドネシア政府によって近年経費の節約のできる合同
葬儀が定められたのだそうです。

■ジェゴグツアーついに実現

　1994年 8月1日、ヌガラのジェゴググループ「SUAR	
AGUNG」の演奏を聴くには、ヌガラの地でヌガラ

の空気に包まれての体感が最高と、こだわり多き
バリ音楽大好き人間 15 名はベモ・バスをチャー
ターして一路ヌガラへ出発。SUAR	AGUNG の
リーダー、スウェントラさんと和子さん夫妻の笑
顔に迎えられ、8 時開演。夫妻の好意により多彩
なプログラムを観賞することができました。木の
鍵盤のガムランの演奏—これはすたれたものを復
興させたそうです。スウェントラさんが STSI の
卒業制作として創られた MEKEPUN（牛追いの
踊り）と 8 月の日本公演のための新作「鶴の舞」。
二組のジェゴグ・グループが音と技術を競うムバ
ランは延々 2 時間も続き、地球の地鳴りのような
巨竹ガムランの超重低音の響きに参加者全員が酔
いしれていました。フィナーレはジョゲ・ブンブ
ンで全員が楽しい冷汗をかきました。帰路は深夜
12 時をまわって出発。興奮冷めやらぬ参加者の声
がいつまでもベモ・バスの中で続いていました。

■ Petulu の白鷺が減った不思議？
　白鷺の村として名高い Petulu を通過すると通
貨料を徴収されるようになった。今まで白鷺を見
るだけで通り過ぎてしまうツーリストから少しで
もお金を落としてもらうのが目的である。自然
に住み着いている白鷺を見るだけでお金を取ると
はなにごとだと怒らないでください。村は白鷺の
糞の処理などで大変苦労しているのですから。そ
の白鷺が減ったのではないかという声を聞き、思
い出しました。1994 年 4 月、Br:Pagutan	Kelod	
Batubalan の Pr:Babian でのオダランでチャロナ
ラン劇が演じられ、披露されたバロンの全身の毛
が白鷺の羽根だと聞きました。全身の毛の修復の
ために 1000 羽の白鷺から羽根を集めたそうです。
その時に Putulu からもつれていかれたのではな
いでしょうか。白鷺さんには可哀相ですが白鷺の
羽根のバロンは大変優美でした。
蛇足＝白鷺はバリ語で Kokokan（ココカン）とい
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【年間購読申込み方法】
エアメールで、その旨手紙をください。宛先は「影の
出版会 : 伊藤」、住所は巻末の BALI 本部です。料金は、
3,000 円。おりかえし申込み用紙と送金方法をお知らせ
します。また、お急ぎの方は、郵便振替用紙の通信欄に
年間購読希望と書いて送金してください。振替先口座：
00190-6-573859「影の出版会」です。

い、いい響きの言葉です。アグン・ライさんの経
営する Kokokan	Club は白鷺クラブという意味に
なり、日本語に直すと少し響きが悪くなりますね。
Petulu の入り口にも白鷺の絵とこの Kokokan と
いう文字の看板が出ていますので是非足をのばし
てみてください。

■ Ubud の印刷屋
　皆さんも既にお気づきだと思いますが、Vol.4
の印刷がちょっと汚かったですね。文字はかすれ
てるし、写真はつぶれちゃったし、さぞ読みにく
かったことと思います。ごめんなさい。
　実は、これには訳がありまして、この夏 Ubud
にもオフセット印刷屋さんがオープンして、今ま
でデンパサールの印刷屋さんまで通っていた編集
スタッフ達は、大喜び。早速、Vol.4 の印刷を頼
みに行ったのでした。出てきたスタッフはジャカ
ルタ仕込み風のインドネシア語をビジネスライク
に操り、「びさ〜」と自信満々。部屋の片隅には、
コンピュータやらスキャナーがデデンと置かれ、
レイアウトソフト (Window's 版の PageMaker	 4.0
だぞ）が走っているぢゃあ〜りませんか。操って
いるバリニーズの手元はちょっと怪しげだけど、
設備万端、ハイテク〜！ってな感じです。「いい
ぢゃんいいぢゃん、それぢゃヨロシク」と版下を
渡してきました。
　そして、待つこと 1 週間。約束の納期が過ぎて
も音沙汰なし。心配になって訪ねてみると、どう
も出来ている形跡なし。ボスが居ないからわから
ない。ぢゃボスに電話してくれるようにと言った
ところでかかってこない。う〜む〜、やっぱり
Ubud だ。なんやかんやでついに、3 週間。
　そして、やっとこ出来上がってきた Vol.4 は、
ご覧の通り…。編集スタッフ一同、ズッコ〜ンと
落ち込みまくり、次号からはまたデンパサール通
いする決意を新たにしたのでありました。
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STUDIO あなたもバリの芸能・芸術にチャレンジ！

Pengumumaan

Semara Ratih

Puri Agung

Mandara

Gunung Merta

Nata Raja

Wayan Karta

Sanggar Centil Cili

Dewa Berata

Gusti Sana

Budiana

Lantir

Rino

あのスマラ･ラティのリーダー、アノムそして
アユがコーチしてくれる。宿泊施設有。

プリアタンの王宮でも習えるのだ！
宿泊設備有。

御存知、ティルタ･サリのご本家。宿泊設備有。

日本語のできるバパ･イダ･バグース氏が相談
にものってくれる。宿泊設備有。

STSI（芸術大学）出身のワヤン氏は、マルチ
･ティーチャー。

カルタ氏本人はガイドだが、家族はダンサー
･ミュージシャンが粒ぞろい！
STSI 出身のメンバーを中心に、スタッフも
やる気満々。気軽に習えます。
あのスマラ･ラティのクンダン（名物男！）奏
者。STSI 出身。お父さんから、4 人の兄弟み
んな音楽一家。
SANA 氏独特の、カエル百態、ちょっとエッ
チなタッチ。とてもやさしい先生。
D.	ボウィーも持っている、ブディアナ先生の
摩訶不思議な、エロティックなスゴイ絵、あ
なたも描けます。

テガスのグヌン・ジャティの巨匠、パパ . ラ
ンティールが秘伝の技を伝えます。

一度観たら忘れられない、あの Tegas のケ
チャのワイルドマン、リノさんが教えてくれ
ます。トペン、バリス、Bagus です。

Name Point Adoress / Tel

Jl. Kajeng 25, Ubud
Tel. 96277

Peliatan

Peliatan

Andon
Tel. 975463

Jl. Sugriwa, No.20,
Ubud

Jl. Suweta, No.16,
Ubud    Tel.975730

Pengosekan, Ubud

Pengosekan, Ubud

Pengosekan, Ubud

Jl. Hanoman

Br.Tegas Kanginan
No.53

Br.Tegas Kanginan
No.50

ダンス、ミュージック

ダンス、ミュージック

ダンス、ミュージック

ダンス、ミュージック

ダンス、ミュージック

ダンス、ミュージック

ダンス、ワヤン･クリッ

ミュージック

ペインティング

ペインティング

ミュージック

ダンス

●お詫び●
今号、「ももたろうバリ日記」

「Hidup	Baru」は、作者の都
合によりお休みします。ごめ
んなさい。

★訪ねサンダル

タバナンからギリマヌク方面へ 12.74km 行った辺りの、幹
線道路脇水路で買ったばかりのビーチサンダルをなくして
しまいました。黒にレインボー鼻緒が目印の "Daimatsu"
製です。もし見つけた方がいらっしゃいましたら、影武者
まで届けてください。あの履き心地が忘れられません。

匿名希望

★
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